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薬効・薬価リスト

適応・薬価をはじめレセプト事務に必要な情報を集約

請求・審査・点検に欠かせない決定版

●薬価基準収載の全品目を，内用薬・外用薬・注射薬・歯科用薬別に50音順に収録。

●薬価，適応のほか，用法・用量，保険上の取扱いなど，必要な情報を即座にチェックできます。

●各品目の一般名から引ける一般名索引を掲載し,一般名処方にも対応できるようになりました。

●追補情報を社会保険研究所ウェブサイト上で迅速・無料で掲載しています（薬価基準追補サービス→11頁参照）。

　さらに，本文項目と同じ体裁のPDF（新医薬品）・先発品との効能差をまとめたPDF（後発品）と，収載の種類に合わせた追補を掲載。

定価　本体6,500円＋税／Ｂ５判2色約1,100頁
ISBN978-4-7894-1212-4 C3047 ¥6500E

商品No.12222

レセプト事務のための
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4419i 抗アレルギー剤 クレマスチンフマル酸塩

アレルギー性皮膚疾患 蕁麻疹，湿疹，皮膚炎，そう痒症 。ア

レルギー性鼻炎。

1日2mg，朝晩2回分割経口投与。年齢 症状により適宜増

減。

①本剤 成分 に過敏症の既往歴②緑内障③前立腺肥大等下部尿路の

閉塞性疾患④狭窄性消化性潰瘍 幽門十二指腸閉塞

■インベスタンシロップ0.01％
日医工 三和化学

0.01％10 劇 １６.３０
4419008Q1165／620006851

■ 〃 ドライシロップ
（0.1％）

0.1％1 劇 ９.４０
4419008R1020／611410035

4419i 抗アレルギー剤 クレマスチンフマル酸塩

アレルギー性皮膚疾患 蕁麻疹，湿疹，皮膚炎，そう痒症 。ア

レルギー性鼻炎。感冒等上気道炎に伴うくしゃみ 鼻汁 咳嗽。

〔シロップ〕成人1日20 ，11～15歳未満13 ，8～11歳

未満10 ，5～8歳未満7 ，3～5歳未満5 ，1～3歳未満4

，2回分割経口投与。〔DS〕DSとして成人1日2g，11～15歳未

満1.3g，8～11歳未満1.0g，5～8歳未満0.7g，3～5歳未満

0.5g，1～3歳未満0.4g，2回分割用時溶解後経口投与。以上，1

歳未満の乳児には体重 症状等考慮し適宜投与量決定。年齢 症状

により適宜増減。

①本剤 成分 に過敏症の既往歴②緑内障③前立腺肥大等下部尿路の

閉塞性疾患④狭窄性消化性潰瘍 幽門十二指腸閉塞

□インライタ錠1mg ファイザー 1 1錠 劇 ２,０６３.５０
4291027F1029／622183301

□ 〃 錠5mg 5 1錠 劇 ９,３５４.２０
4291027F2025／622183401

4291 抗悪性腫瘍剤 アキシチニブ

根治切除不能又は転移性の腎細胞癌。

1回5mg，1日2回経口投与。状態により適宜増減。1回

10mg，1日2回まで増量可。

①本剤 成分 に過敏症の既往歴②妊婦 妊娠している可能性の婦人

□ヴァイデックスECカプセル125
ブリストル・マイヤーズ

125 1 劇 １,０３４.７０
6250003M1029／610443081

□ 〃 ECカプセル200 200 1 劇 １,５６１.００
6250003M2025／610443082

6250i 抗ウイルス化学療法剤 ジダノシン

HIV感染症。

注 使用にあたっては，CD4リンパ球数 血漿中 HIV RNA 量を確認。

1日1回，体重60kg以上400mg，体重60kg未満250mg，食

間経口投与。症状により適宜増減。

注 投与中，膵炎が認められた場合は中止。

診療報酬明細書の審査，支払い等に際しては，当該患者の

秘密の保護に十分配慮する 平13.3.9保医発70 。

①膵炎②本剤に過敏症の既往歴

○ウイキョウ 一般名 10 １８.００
5100008X1018／615100055

5100 生薬 ウイキョウ

○ウイキョウ油 一般名 1 ６４.００
7143001X1012／617140002

○ 〃 「司生堂」
司生堂

1 ６４.００
7143001X1020／620001202

7143 矯臭剤 ウイキョウ油

アンモニア ウイキョウ精の調剤に使用。矯味 矯臭の目的

で調剤に使用。

□ヴィキラックス配合錠
アッヴィ

1錠 劇２３,０５７.５０
6250108F1020／622445801

6250J 抗ウイルス化学療法剤 オムビタスビル水和物 パリタプレビル

水和物 リトナビル

セログループ1 ジェノタイプ1 のC型慢性肝炎又はC型

代償性肝硬変におけるウイルス血症の改善。

注 使用に際し HCV RNA が陽性であることを確認。

1日1回2錠，食後経口投与。投与期間は12週間。

①本剤 成分 に過敏症の既往歴②中等度以上 ChildPugh 分類Bま

たはC の肝機能障害③次の薬剤を投与中：アゼルニジピン，トリアゾラ

ム，ミダゾラム，ブロナンセリン，ピモジド，エルゴタミン酒石酸塩，ジヒド

ロエルゴタミンメシル酸塩，エルゴメトリンマレイン酸塩，メチルエルゴメ

トリンマレイン酸塩，シルデナフィルクエン酸塩 レバチオ ，タダラフィル

アドシルカ ，リバーロキサバン，バルデナフィル塩酸塩水和物，リオシグ

アト，シンバスタチン，アトルバスタチンカルシウム水和物，カルバマゼピ

ン，フェニトイン，フェノバルビタール，リファンピシン，エファビレンツ，

セイヨウオトギリソウ St.John’sWort，セント ジョーンズ ワート 含有

食品，エチニルエストラジオール含有製剤 ①アゼルニジピン カルブ

ロック等 ，トリアゾラム ハルシオン等 ，ミダゾラム ドルミカム，ミダフ

レッサ等 ，ブロナンセリン ロナセン ，ピモジド オーラップ ，エルゴタミ

ン酒石酸塩 クリアミン ，ジヒドロエルゴタミンメシル酸塩 ジヒデルゴッ

ト等 ，エルゴメトリンマレイン酸塩 エルゴメトリン ，メチルエルゴメト

リンマレイン酸塩 メテルギン等 ，シルデナフィルクエン酸塩 肺高血圧症

に適応される製剤 レバチオ ，タダラフィル 肺高血圧症に適応される製

剤 アドシルカ ，リバーロキサバン イグザレルト ，バルデナフィル塩酸

塩水和物 レビトラ ②リオシグアト アデムパス ③シンバスタチン リポ

バス等 ，アトルバスタチンカルシウム水和物 リピトール等 ④カルバマゼ

ピン テグレトール等 ，フェニトイン アレビアチン等 ，フェノバルビター

ル フェノバール等 ，リファンピシン リファジン等 ，エファビレンツ ス

トックリン ，セイヨウオトギリソウ St.John’sWort，セント ジョーンズ

ワート 含有食品⑤エチニルエストラジオール含有製剤 オーソ，ルナベル

等

（薬価基準収載日：平27.11.26，投与：14日まで）

ウインタミン細粒（10％）
塩野義

10％1 劇多 精 ６.５０
1171005C1024／611170050

1171 精神神経用剤 クロルプロマジンフェノールフタリン酸塩

統合失調症，躁病，神経症における不安 緊張 抑うつ，悪心

嘔吐，吃逆，破傷風に伴うけいれん，麻酔前投薬，人工冬眠，催眠 鎮

静 鎮痛剤の効力増強。

1日30～100mg，分割経口投与。精神科領域 1日50～

450mg，分割経口投与。以上，年齢 症状により適宜増減。小児1

回0.5～1mgkg，1日3～4回を目途とし，症状の程度により加

減。生後6ヶ月未満の乳児への使用は避けることが望ましい。

①昏睡状態，循環虚脱状態②バルビツール酸誘導体 麻酔剤等の中枢

神経抑制剤の強い影響下にある者③アドレナリンを投与中④フェノチアジ

ン系化合物 その類似化合物に過敏症 アドレナリン ボスミン

ウイントマイロン錠250
第一三共

250 1錠 ２４.３０
6241001F1250／610463036

〃 錠500 500 1錠 ４４.９０
6241001F2036／616290016

〃 シロップ5％
ニプロパッチ 第一三共

5％1 ６.４０
6241001Q1073／620006852

6241 合成抗菌製剤 ナリジクス酸

＜適応菌種＞本剤感性の淋菌，大腸菌，赤痢菌，サルモネラ属

チフス菌，パラチフス菌を除く ，肺炎桿菌，プロテウス属，腸炎ビ

ブリオ。＜適応症＞膀胱炎，腎盂腎炎，前立腺炎 急性症，慢性症 ，

淋菌感染症，感染性腸炎。

1日1～4g シロップ：20～80 ，2～4回分割経口投

与。年齢 症状により適宜増減。

①本剤 成分 に過敏症の既往歴②生後3ヶ月未満の乳児

□ウェールナラ配合錠 バイエル 1錠 １６２.００
2482010F1026／620008557

2482 閉経後骨粗鬆症治療剤 エストラジオール レボノルゲストレル
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局 局

統

経

○□…局方品

○……統一名収載品

○□…経過措置品目

等,ひと目でわかる記

号付き

経

…点数表先 先 先

における後発医薬品,

先発・準先発品

薬効分類／標榜

薬効／成分名

適応／用法…

添付文書から

編集して記載

品名（会社名）／規格単位／薬価

YJコード（薬価情報コード）

／レセ電コード

禁忌／併用禁忌…添付文書

から編集して記載

投与日数に制限がある薬剤

は末尾にその旨を表示

保険メモ…保険請求・審査に

おいて関連する厚労省通知

等の概要を記載

次の情報を表示

劇薬／向精神薬／麻薬／

毒薬／覚せい剤原料／生物

学的製剤／注射用水の価格

を加算できるもの／静脈内

注射が妥当と思われるもの

／造影剤加算の対象となる

薬剤／多剤投与の対象とな

る抗不安薬等
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『薬効・薬価リスト』は付録・資料も充実

１ 　投薬料・注射料（診療報酬）

２ 　調剤報酬

３ 　投与日数に制限のある内用薬・外用薬

４ 　適応外使用・審査事例一覧

  　 （社会保険診療報酬支払基金発表）

５ 　会社名一覧

６　経過措置期間が終了した銘柄収載品および

　　それに準じる統一名収載品

7　一般名索引

投薬禁忌リスト

臨床使用で要注意な，警告・禁忌等を簡単チェック
『薬効・薬価リスト』をさらに深める姉妹図書

●禁忌事項または重大な副作用がある薬剤を商品名50音順に収録。禁忌等の情報が簡単にチェックできます。

●先発医薬品・後発医薬品を問わず，商品ごとの併用禁忌情報が一度引きで確認できます。

●巻末付録に，2つの早見表を追加。本文から必要最小限の情報を抜粋し，ひと目でさっと確認できる一覧です。

　～『妊婦「投与しない」，授乳婦「授乳中止」に該当する薬剤早見表』『併用禁忌に記載のある薬剤名等一覧』

定価　本体3,900円＋税／Ｂ５判２色約650頁
ISBN978-4-7894-1601-6 C3047 ￥3900E

商品No.12526

巻末資料の一覧

『併用禁忌参照のための薬物群と成分および製品』

『併用禁忌に記載のある薬剤名等一覧』

『妊婦「投与しない」，授乳婦「授乳中止」に該当

する薬剤早見表』

『飲食物・嗜好品等と医薬品の相互作用一覧』
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□ゼペリン点眼液0.1％ 519

亜硝酸アミル

0.25mL1管

亜硝酸アミル 第一三共 465

アジルサルタン

10mg1錠

□アジルバ錠10mg 6

20mg1錠

□アジルバ錠20mg 6

40mg1錠

□アジルバ錠40mg 6

アジルサルタン・アムロジピンベシル酸塩

配合剤

1錠

□ザクラス配合錠LD 148

1錠

□ザクラス配合錠HD 148

アスコルビン酸

1g

アスコルビン酸 各種 7

5％1g

ビタミンC散 フソー 50mg 321

10％1g

ビタミンC散 フソー 100mg 321

20％1g

アスコルビン酸散 マルイシ20％ 7

25％1g

ハイシー顆粒25％ 290

100mg1管

アスコルビン酸注100mg各種 600

シータック注100 695

ビーシー注100mg 777

ビタC注10％ 780

ビタシミン注射液100mg 780

ビタミンC注 各種 781

500mg1管

アスコルビン酸注500mg各種 600

シータック注25％ 695

ビーシー注500 777

ビタC注25％ 780

ビタシミン注射液500mg 780

ビタミンC注 各種 781

アスコルビン酸注500mgPB 日新 600

1g1管

アスコルビン酸注1000mg各種 600

シータック注20％ 695

2g1管

アスコルビン酸注射液2000mg トー

ワ 600

ビタミンC注 フソー 2g 781

アスコルビン酸・L システイン

20mL1管

クリストファン注 674

アスコルビン酸・パントテン酸カルシウム

1g

シナール配合顆粒 167

シーピー配合顆粒 167

デラキシー配合顆粒 251

1錠

シナール配合錠 167

アズトレオナム

1g1瓶

□アザクタム注射用1g 599

500mg1瓶

□アザクタム注射用0.5g 599

アスナプレビル

100mg1

□スンベプラカプセル100mg 189

L アスパラギナーゼ

5,000K単位1瓶

□ロイナーゼ注用5000 862

10,000K単位1瓶

□ロイナーゼ注用10000 862

L アスパラギン酸カリウム

50％1g

アスパラカリウム散50％ 9

300mg1錠

アスパラカリウム錠300mg 9

アスケート錠300mg 7

17.12％10mL1管

アスパラカリウム注10mEq 601

L アスパラギン酸Kカリウム点滴静注

液10mEq各種 643

17.12％10mL1

アスパラギン酸カリウム注10mEqキッ

ト テルモ 601

L アスパラギン酸カリウム・L アスパラギ

ン酸マグネシウム

150mg1錠

アスパラ配合錠 9

10％10mL1管

アスパラ注射液 600

L アスパラギン酸カルシウム水和物

1錠

アスパラ CA錠200 9

L アスパラギン酸Ca錠200mg各種71

アスピリン

10g

アスピリン 各種 9

100mg1錠

アスピリン錠 腸溶錠100mg各種 9

ゼンアスピリン錠100 204

バイアスピリン錠100mg 289

アスピリン・ダイアルミネート

般 アスピリン330mg・ダイアルミネート配合錠

バファリン配合錠A330 298

イスキア配合錠A330 43

81mg1錠

アスファネート配合錠A81 10

ニトギス配合錠A81 279

バッサミン配合錠A81 296

バファリン配合錠A81 298

ファモター配合錠A81 329

アスピリン・ランソプラゾール配合剤

1錠

□タケルダ配合錠 218

アスペルギルス属菌由来消化酵素

1g

タカヂアスターゼ原末 216

アスホターゼ アルファ 遺伝子組換え

12mg0.3mL1瓶

□ストレンジック皮下注12mg0.3mL

703

18mg0.45mL1瓶

□ストレンジック皮下注18mg0.45mL

703

28mg0.7mL1瓶

□ストレンジック皮下注28mg0.7mL

703

40mg1mL1瓶

□ストレンジック皮下注40mg1mL703

80mg0.8mL1瓶

□ストレンジック皮下注80mg0.8mL

703

アズレンスルホン酸ナトリウム水和物

0.4％1g

アズノール細粒0.4％ 8

般 アズレンスルホン酸Na細粒1％

アズノール細粒1％ 8

1％1g

アズレン顆粒1％ ツルハラ 10

般 アズレンスルホン酸Na錠2mg

アズノール錠2mg 8

アズレン錠2mg ツルハラ 10

0.02％5mL1瓶

アズラビン点眼液0.02％ 466

アズレン点眼液0.02％ 各種 467

アゾテシン点眼液0.02％ 467

AZ点眼液0.02％ 481

0.4％1g

アズレン含嗽用顆粒0.4％ 各種 467

エマーゲン顆粒含嗽用0.4％ 484

0.4％1g

アズレン散含嗽用0.4％ 各種 467

バウロ散含嗽用0.4％ 541

マズレニンガーグル散0.4％ 575

1％1mL

アーズミンうがい液1％ アズレン含嗽

液 466

アズレワンうがい液1％ 466

4％1mL

アズガグルうがい液T4％ 466

アズノールうがい液4％ 466

アズレイうがい液4％ 466

アズレンうがい液4％ 各種 467

アボダースうがい液4％ 470

5mg1錠

□アズノールST錠口腔用5mg 466

アズレンスルホン酸ナトリウム水和物・L

グルタミン

1g

アズレミン配合細粒 10

アズレン・グルタミン配合細粒

EMEC 10

般 アズレンスルホン酸Na・L グルタミン配合

顆粒

マーズレンS配合顆粒 383

アズクレニンS配合顆粒 7

アズレンスルホン酸ナトリウム・L グ

ルタミン配合顆粒 クニヒロ 10

ウルクゾール配合顆粒 55

グリマック配合顆粒 122

グロリアミン配合顆粒 128

トーワズレン配合顆粒 273

ポドニンS配合顆粒 374

マナミンGA配合顆粒 386

ヨウズレンS配合顆粒 413

ルフレン配合顆粒 438

1錠

索

ア

アシタ ― 一般名索引

先

先

先

先

先

先

後

後

後

後

先

先

先

先

先

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

先

先

先

先

先

先

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

先

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

後

─ ─

ア

アイト

フローゼ症候群，皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson 症候群），中毒
性表皮壊死融解症（TEN），溶血性貧血

アイトロール（トーアエイヨー）　 狭心症治療用 ISMN 製剤
一硝酸イソソルビド

内カ　うえ１重篤な低血圧・心原性ショック〔血管拡張
作用でさらに血圧を低下させ，症状が悪化〕２閉塞隅角緑内
障〔眼圧が上昇〕３頭部外傷・脳出血〔頭蓋内圧が上昇〕４
高度な貧血〔血圧低下で貧血症状（めまい，立ちくらみ等）が
悪化〕５硝酸・亜硝酸エステル系薬剤に過敏症の既往歴６
ホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤，グアニル

酸シクラーゼ刺激作用を有する薬剤を投与中〔降圧作用が増
強，過度に血圧を低下〕
きく

 

 

しすさ授乳中止〔ラットで乳汁中へ移行〕
つて肝機能障害，黄疸

アイピーディ（大鵬薬品）　 アレルギー性疾患治療剤
スプラタストトシル酸塩

内ケゲゴ　しすさ授乳中止〔ラットで乳汁中へ移行〕
つて１肝機能障害，黄疸２ネフローゼ症候群

アイファガン（千寿）　 緑内障・高眼圧症治療剤
ブリモニジン酒石酸塩

外バビ　うえ低出生体重児，新生児，乳児，2 歳未満の

幼児

しすさ授乳中止〔ラット（経口投与）で乳汁中へ移行〕
せそ投与しない（低出生体重児，新生児，乳児，2 歳未満

の幼児）〔外国での市販後において，乳児に無呼吸，徐脈，
昏睡，低血圧，低体温，筋緊張低下，嗜眠，蒼白，呼吸抑制
及び傾眠の報告〕

アイミクス HD（大日本住友）　 長時間作用型 ARB ／

アイミクス LD　 持続性 Ca 拮抗薬配合剤
イルベサルタン・アムロジピンベシル酸塩配合剤

内カ　うえ１ジヒドロピリジン系化合物に過敏症の既往

歴２妊婦・妊娠している可能性の婦人３アリスキレンを投

与中の糖尿病（ただし，他の降圧治療を行ってもなお血圧の

コントロールが著しく不良の者を除く）〔非致死性脳卒中，
腎機能障害，高カリウム血症及び低血圧のリスク増加〕
こさ投与しない。投与中に妊娠が判明した場合は，直ちに

投与中止〔妊娠中期・末期に他のアンジオテンシン II 受容

体拮抗剤やアンジオテンシン変換酵素阻害剤を投与された
高血圧症の患者で羊水過少症，胎児・新生児の死亡，新生
児の低血圧，腎不全，高カリウム血症，頭蓋の形成不全及び
羊水過少症によると推測される四肢の拘縮，頭蓋顔面の奇形，
肺の発育不全等。アムロジピンは動物で妊娠末期に投与す
ると妊娠期間・分娩時間が延長〕
しすさ授乳中止〔イルベサルタンではラットで乳汁中へ移
行。また，動物（ラット出生前及び出生後の発生ならびに母
体の機能に関する試験）の 50mg/kg/ 日以上で哺育期間
において出生児の体重増加抑制。アムロジピンでは動物で
母乳中へ移行〕
つて１血管浮腫２高カリウム血症３ショック，失神，意識消失４腎不
全５劇症肝炎，肝機能障害，黄疸６低血糖７横紋筋融解症８無顆粒球症，
白血球減少，血小板減少９房室ブロック

アイリーア（バイエル）　 眼科用 VEGF 阻害剤
アフリベルセプト（遺伝子組換え）

注シ　うえ１眼・眼周囲に感染のある者，あるいは感染

の疑いのある者〔眼内炎等の重篤な副作用が発現〕２眼内に
重度の炎症のある者〔炎症が悪化〕３妊婦・妊娠している可
能性の婦人

こさ投与しない。妊娠可能な女性には，本剤投与中（最終

投与後 3 ヶ月以上），適切な避妊法を用いるよう指導。なお，

本剤投与中止後の適切な避妊期間は明らかでない〔ウサギの
胚・胎児毒性試験（3 ～ 60mg/kg を器官形成期に静脈内
投与）で，母動物の体重減少，流産，着床後胚死亡及び胎児
奇形（外表，内臓及び骨格奇形）の増加。別のウサギ胚・胎
児毒性試験（0.1 ～ 1mg/kg を妊娠 1 日～器官形成期に
皮下投与）で，胎児奇形（外表，内臓及び骨格奇形）の増加。
妊娠ウサギで，本剤の胎盤通過性が認められた〕
しすさ授乳中止〔ヒト母乳中への移行は不明〕
つて１眼内炎（0.2％），眼圧上昇（4.4％），硝子体剥離（1.3％），外傷性
白内障（0.7％），網膜出血（0.6％），網膜色素上皮裂孔（0.4％），硝子体
出血（0.4％），網膜剥離（0.06％），網膜裂孔（0.1％），網膜色素上皮剥離
（0.03％）２脳卒中（0.3％）

アウドラザイム（ジェンザイム）　 ムコ多糖症 I 型治療剤
ラロニダーゼ（遺伝子組換え）

注シ　

あい本剤の投与当日に，本剤に関連する症状として発現する Infusion 
associated reaction のうち，アナフィラキシー反応が現れる可能性
があるので，本剤は，緊急時に十分な対応のできる準備をした上で投与を
開始し，投与終了後も十分な観察を行うこと。また，重篤な Infusion 
associated reaction が発現した場合には，本剤の投与を中止し，適
切な処置を行うこと

うえ本剤（成分）にアナフィラキシーショックの既往歴

しすさ授乳中止〔安全性未確立〕
つて重篤な infusion associated reaction

亜鉛華（マイラン）　 収斂・消炎・保護剤
酸化亜鉛
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併用禁忌に記載のある薬剤名等一覧

薬剤名／一般名 併用薬

アイオピジン UD ／アプラクロニジン塩酸塩 モノアミン酸化酵素阻害剤

アイソボリン／レボホリナートカルシウム テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム配合剤〈ティーエスワン〉

アイトロール／一硝酸イソソルビド ホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤

グアニル酸シクラーゼ刺激作用を有する薬剤

アザニン／アザチオプリン 生ワクチン

フェブキソスタット〈フェブリク〉

亜硝酸アミル／亜硝酸アミル ［狭心症］

ホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤

グアニル酸シクラーゼ刺激作用を有する薬剤

アスケート／アスパラギン酸カリウム エプレレノン〈セララ〉

アストフィリン／ジプロフィリン・ノスカピン配合剤 カテコールアミン製剤

アストマリ／デキストロメトルファン臭化水素酸塩 MAO阻害剤

アストモリジンM ／プロキシフィリン・エフェドリン配合剤 カテコールアミン

ボリコナゾール〈ブイフェンド〉

タダラフィル〈アドシルカ〉

リルピビリン〈エジュラント，コムプレラ配合錠〉

アスナプレビル〈スンベプラ〉

ダクラタスビル〈ダクルインザ〉

バニプレビル〈バニヘップ〉

マシテンタン〈オプスミット〉

アストモリジン D ／プロキシフィリン・エフェドリン配合剤 カテコールアミン

ボリコナゾール〈ブイフェンド〉

タダラフィル〈アドシルカ〉

リルピビリン〈エジュラント，コムプレラ配合錠〉

アスナプレビル〈スンベプラ〉

ダクラタスビル〈ダクルインザ〉

バニプレビル〈バニヘップ〉

マシテンタン〈オプスミット〉

アスパラ／ L- アスパラギン酸カリウム・L- アスパラギン酸マグネシウム エプレレノン〈セララ〉

アスパラカリウム／アスパラギン酸カリウム エプレレノン〈セララ〉

アスパラギン酸カリウム／アスパラギン酸カリウム エプレレノン〈セララ〉

アスプール／イソプレナリン塩酸塩 カテコールアミン製剤

アゼルニジピン／アゼルニジピン アゾール系抗真菌剤

HIV プロテアーゼ阻害剤

コビシスタットを含有する製剤

併用禁忌に記載のある薬剤名等一覧

本文中の［併用禁忌］の項に記載のある薬剤のみを抜粋し，確認しやすいよう一覧にした。［薬剤名／

一般名］は本書の見出し語に準じ，五十音順に並べた。［併用薬］では本文中に記載のある成分と製品

名を掲載し，薬物群の記載があるものは薬物群のみを掲載した。　

※ ［併用禁忌］における臨床症状・措置方法，また機序・危険因子については，各薬剤の本文該当ページ

を参照。
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併用禁忌・原則併用禁忌は

表組みを採用，表現は簡潔に

↑……上昇・増強・増加・延長等

↓……低下・減弱・減少等




